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愛(AI)で
論⽂を読む
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世界中の⼈を
⼀⼈残らず幸せにする



⾃⼰紹介
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太⽥ フレディ(雄介)
株式会社はぴテック 代表
2020年頃に、
前野先⽣の論⽂の読み⽅講座
以降、⽇々ウェルビーイング論⽂と
共に過ごす

幸福度診断
Well-Being Circle

Facebookグループ
ウェルビーイング

https://wellbeing-archive.pages.dev/
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愛で論⽂を読む



愛って何だろう︖
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などなど



愛で論⽂を読むフレームワーク
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①
⼀緒に過ごす

1︓共にいる時間
2︓⼿をかける

3︓染まる

②
知る

1︓中⾝を知る
2︓⼈を知る

3︓世界を知る

③
楽しむ

1︓仕掛けて楽しむ
2︓没⼊して楽しむ

3︓分かち合って楽しむ

⓪好きになる(Like、衝動)

好きになる努力をすると、世界はおもしろいものになる(MJ)

論⽂への愛(Love)

1︓薪をくべる
2︓⽕をつける
3︓燃え広がる



⓪論⽂を好きになる
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3つの良かったことと同じく。

外的アプローチ、準備 内的アプローチ、着火 感情の爆発、つながりと共鳴

情動伝染



①論⽂と⼀緒の時間を過ごす
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量
頻度

質
関与の
深さ

染
まる

共にいる時間/顔を合わせる
頻度が愛を育てる。

知り合い→(90時間以上)→友⼈
友⼈→(200時間以上)→親友

(Hall,2019)
論⽂と親友になるには、

少なくとも200時間は読む。
論⽂を近くに置く、印刷して紙、
スマホでいつでも対話できる等

IKEA効果
(⼿を掛けたほど愛着がわく)

(Norton,2011)

ただ読むのではなく、
要約したり、図解したり、
⼀⼿間⼆⼿間かけて、

論⽂と向き合う

⾷べたものが⾁体となり、
読んだものが精神となり、

現在の⾃分となる
(ショーペンハウアー)

副次的な効果ではあるが、
ウェルビーイング論⽂にまみれると、

幸福度も⾼まると推察される。
不幸せの研究者でなくて、良かった。

のかもしれない。



幸せ情報摂取すると⼼理的Well-Being全部向上

8Relationship between information gathering style, depression, and psychological well-being.
2025/1,新潟リハビリテーション⼤学紀要 ⼩柳英祐先⽣，⼤⽮薫先⽣

①論⽂と⼀緒の時間を過ごす 染まる



不幸せ情報遮断すると幸せ⾼まる
①ネガティブなコンテンツを減らす
政治的に偏った過激なインフルエンサーをフォロー解除すると幸福度が⾼まる。
→ネガティブ感情も低下。
②ポジティブなコンテンツを増やす
さらに、科学関連のアカウントをフォローすると、さらに幸福度が⾼まる。
→畏敬の念(AWE)や好奇⼼、喜びや充実感も⾼まった

9Unfollowing hyperpartisan social media influencers durably reduces out-party animosity
2024/10/8,preprint

①論⽂と⼀緒の時間を過ごす 染まる

外集団への感情 内集団への感情



ただし、論⽂と寝ることは、オススメしない。
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論⽂と⼀緒に過ごす時間を増やそうと
すると、
⾏きつく先は、
論⽂の夢を⾒て、
寝ている時も⼀緒に過ごそうとする
ことである。
(孫正義さんも24時間、夢の中まで、
事業のことを考えろ。と推奨。)

しかし、論⽂においては、
寝ながら夢の中で読むと、
⾃分に都合の良い結果に
置き換えられている。ことが多い。



②論⽂を知る
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アブストだけ読んで、論⽂⾃体は翌⽇読むとかも。

読めば読むほど、楽しくなってくる



②論⽂を知る ⼈を知る
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感謝の⼼を持つリーダーと気配りの⾏き届いた部下︓感謝の気持ちを持って相⼿に向き合うことが、感謝の連鎖を⽣み出し、
同僚との関係を強化する仕組み。
Grateful leaders and attentive followers: How grateful attention transmits the cascade of 
gratitude expressions to strengthen coworker relationships.
Locklear, L. R.(テキサス⼯科⼤学), Kane, M. E., & Ehrhart, M. G.
Journal of Applied Psychology.,2026/6/26



②論⽂を知る ⼈を知る
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感謝の⼼を持つリーダーと気配りの⾏き届いた部下︓感謝の気持ちを持って相⼿に向き合うことが、感謝の連鎖を⽣み出し、
同僚との関係を強化する仕組み。
Grateful leaders and attentive followers: How grateful attention transmits the cascade of 
gratitude expressions to strengthen coworker relationships.
Locklear, L. R.(テキサス⼯科⼤学), Kane, M. E., & Ehrhart, M. G.
Journal of Applied Psychology.,2026/6/26

ホームページ
(laurenlocklear.com)

SNS
(Linkedin)

youtube
Google Scholar

著者ページ



②論⽂を知る ⼈を知る
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OR



③論⽂を楽しむ
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・難しそうな論⽂であれば、
「⾼校⽣でも分かるように」とAIに指⽰。

・何を知りたくて読むのか。
・この理解であってる︖とAIに聞く。

・タイトルやアブストから、
こんな内容なのじゃないか︖の仮説を持つ。

・タイムリミットを決めて読む。

・⼤学院は、これができるのが圧倒的強み︕



16

是を知る者は
是を好む者に如かず。
是を好む者は
是を楽しむ者に如かず
� � 孔⼦

学ぶことにおいて、
知識があることは、そのことを好きな⼈間にはかなわない
そのことを好きな⼈間は、
そのことを楽しんでいる⼈間にはかなわない



ワーク︓最⾼の論⽂の読み⽅
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①最⾼の論⽂の読み⽅をイメージしてみましょう。

②現実の範囲内で、最⾼の論⽂の読み⽅、
出来そうな論⽂の読み⽅をイメージしてみましょう。



ワーク︓論⽂の良いところ
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①論⽂の好きなところを、3つあげてみましょう。
⇒特定の論⽂でも良いし、論⽂全体のことでも良い。

②それをグループに分かれて熱弁してみましょう
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AIで論⽂を読む



AIで論⽂を読む歴史①
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期・特徴 時期 主な出来事 できるようになったこと その段階の⽋点・限界

前史
AI要約の萌芽

2020-2022 論⽂検索サイトにAIの1⾏要約機能
(Semantic Scholar、20年11⽉)/Elicit・
ResearchRabbit(21年)/Consensus(22
年9⽉頃)

検索結果にAIの1⾏要約が付く 要約は浅く、対話は不可/⼀部の研究者しか存在を知らない

第1期
コピペ要約

2022年11⽉ ChatGPT公開 論⽂の要旨や本⽂をコピペすると、要約・翻訳・やさしい⾔葉へ
の⾔い換えをしてくれる

PDFは読み込めない/⼀度に貼れる量が短い/ネット検索ができず知
識が古い/実在しない論⽂をもっともらしく引⽤する「幻覚」が多発

2022年12⽉ Perplexity登場 AIがネットを検索し、出典付きで答えてくれる 検索は1回きりで浅い/論⽂読解には不向き

第2期
PDFと対話

2023年2-3⽉ GPT-4 ⼤⼿AIもネット検索に対応/読解の正確さが実⽤レベルに 図表・数式は読めない(⽂字だけ)

2023年前半 論⽂特化型AI
SciSpace・Elicit・Consensusが流⾏

実在する論⽂データベースだけを参照して出典付きで回答=ウ
ソの引⽤を仕組みで防ぐ

データベース収録分しか探せない/要約の質は汎⽤AIに劣ることも

2023年5-10⽉ Claudeが⻑⽂対応/
ChatGPTがPDF読み込みに標準対応

論⽂1本を丸ごと読ませて、質問・議論できる 基本は1本ずつ/⻑い⽂章の真ん中を読み⾶ばすことがある/⾔われた
ことしかしない

2023年5⽉
→11⽉

ChatGPTに拡張機能→カスタム版
ChatGPT(GPTs)が登場
(ScholarAI/Consensus GPT等)

ChatGPTの画⾯のまま論⽂データベースを検索できる「論⽂調
査専⽤ChatGPT」が流⾏

品質は⽟⽯混交/拡張機能は約1年で廃⽌(24年4⽉)、GPTsの論
⽂調査も後のDeep Researchに吸収=「使い⽅の寿命」の典型例

第3期
⼤容量・図表・⾳声

2024年2-3⽉ Gemini・Claudeが⼤容量化・図表対応 ⼀度に読める量が激増し、複数論⽂の同時読み込み・⽐較が
可能に/図表・数式も直接読める

読む論⽂は⼈間が探して渡す必要がある(検索は⼈間の仕事のまま)

2024年9⽉ NotebookLM⾳声概要/「考えてから答える」
推論モデル(o1)

論⽂をラジオ番組⾵の対話⾳声にして聴ける
研究⽅法の妥当性チェックなど深い読解

⾳声は雑談⾵で深掘り不可(当初は英語のみ)/推論モデルは遅くて
⾼価

4年前はChatGPT無かった。
3年前にやっと論⽂を1本読み込ませられるようになった。



AIで論⽂を読む歴史②
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期・特徴 時期 主な出来事 できるようになったこと その段階の⽋点・限界

第4期・前夜 2024年10⽉ Claude Computer Use公開(試験公開
)

AIが画⾯を「⾒て」ブラウザを直接操作。⼈間と同じ⼿順で
調べ物をする最初の試み

開発者向けのみ/動作が遅く誤操作も多い/料⾦も⾼い

第4期
エージェント
(AIが⾃分で調べる)

2024年12⽉
-25年4⽉

Gemini→OpenAI→Claudeが相次ぎ
Deep Research機能を投⼊

AIが⾃分で調査計画を⽴て、検索→数⼗本を読み込み→
出典付きレポートまで⾃動作成。「⽂献レビューの代⾏」へ

1回に数⼗分かかる/当初は⾼額プラン限定・回数制限/引⽤ミス
が残るため確認必須/査読済み論⽂と⼀般記事が混ざる

2025年8⽉ Claude for Chrome公開(Chromeブラ
ウザの拡張機能・限定公開)

AIがブラウザ画⾯を⼀緒に⾒てくれる。開いている論⽂ペー
ジをそのまま読ませて、その場で質問できる

希望者限定の試験公開/誤操作や、悪意あるサイトにAIがだまさ
れる危険が課題

2025年11⽉ NotebookLMにスライド⽣成+Deep 
Research搭載

論⽂を読み込ませるだけで発表スライドや図解が完成。「読
む」から「伝える」まで⼀気通貫

作った後の⼿直しが不可(1枚直すには全部作り直し)/PDF形式
でしか保存できない

第5期
標準化・同僚化

2026年1⽉ Claude Cowork公開(AIの同僚) 「調べて資料にまとめて」と頼むと、AIが計画→ファイル操作
→⽂献収集→資料作成まで⼀⼈で完了させて成果物を持
ってくる。4⽉に正式提供、7⽉にスマホ・web対応(PCを閉
じても働き続ける)

当初はMac限定・上位プランのみの試験公開/⻑時間の⾃律作
業ゆえに誤操作リスクと隣り合わせ(重要な操作は⼈間の承認が
必要な設計)

2026年2-3⽉ NotebookLMスライド機能が進化
Deep Researchの無料開放
外部データベース接続が進む

スライドを1枚ずつ⼿直しでき、パワポ形式で保存可能
「AIに調べさせる」が誰でも無料の標準機能に
会員制の専⾨データベースも調査対象に(MCP接続型、
Claude Chrome拡張など)

ツール同⼠をつなぐ設定が複雑化(使いこなしの格差が拡⼤)

2026年6-7⽉ Claude Fable 5など最上位クラスのモデル
が⼀般提供

これまで承認機関限定だった最⾼性能クラス(Mythos級)
の知能が、安全対策付きで⼀般ユーザーの⽇常ツールに。
専⾨論⽂の深い読解・批判的吟味の質が底上げ

⾼性能ほど利⽤枠・コストの制約/出⼒の質が上がるほど⼈間の
検証が追いつかない問題は深まる(捏造引⽤を含む論⽂は約
277本に1本、23年⽐6倍に増加中)

2年前はDeep Search無かった。
1年前はNotebookLMでスライド作れなかった。



AIで論⽂を読む、のこれから予測。
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■AI論⽂読解・これからの進化予測(2026後半〜2030) by Claude Fable5
▼2026年後半〜2027年:確度・⾼(すでに発表済み・進⾏中の延⻑線)
・資料化の完全統合:NotebookLMのGoogle Slides直接出⼒(予告済み)など、「論⽂→発表資料→共有」がワンストップに
・OSレベルのAI常駐:ChromeのAI機能がAndroid OSに組み込まれ年内2億台規模へ展開中。
「AIツールを開く」という⾏為⾃体が消え、読んでいる画⾯に常にAIがいる状態に

・検証機能の内蔵化:捏造引⽤問題(277本に1本)への対抗として、
引⽤の実在チェック・原典との照合がDeep Research系の標準機能になる

ーー
▼2027〜2028年:確度・中(技術は存在、普及と統合が焦点)
・「調べる」から「⾒張る」へ:⾃分の研究関⼼を記憶したAIが新着論⽂を常時監視し、「あなたの研究のこの部分に関係する論⽂が出ました。主張
はこう、あなたの仮説とはここが⽭盾します」と向こうから知らせてくる常駐アシスタント化
・再現性チェックまで読む:論⽂本⽂だけでなく、公開データセット・解析コードまでAIが読み、
統計を再計算して「この結果は再現できるか」まで検証する読解が可能に。(オープンソースのデータを⾒て、確認作業。)

・査読のAI⽀援が制度化:現在実験段階のAI査読補助(統計チェック、先⾏研究との照合)が主要ジャーナルで標準運⽤に
・⾔語の壁の実質消滅:読む・書く両⽅向で⺟語と英語の差がほぼゼロに。⾮英語圏研究者のハンデが⼤きく縮⼩
ーー
▼2028〜2030年:確度・低(⽅向性の予測。外れる前提で)
・「論⽂」という形式の⾒直し:AIが書きAIが読む割合が増え、
⼈間向けPDFと並⾏して機械可読な研究報告形式(データ・コード・主張の構造化パッケージ)が標準化し始める

・⽂献との「対話」:個別論⽂を読むのではなく、分野の⽂献全体を学習した対話可能な知識体に質問する形が主流に。「読む」という⾏為の単位
が論⽂1本から分野全体へ
・研究⾃動化の部分実⽤化:AI Scientist系(仮説⽣成→実験→執筆)が計算科学など⼀部分野で実⽤⽔準に達し、⼈間の役割は「何を問う
か」「何に価値があるか」の判断に集中していく

もっと早くなって外れるかも。。。



論⽂はプロンプトになりつつある
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第40回⼈⼯知能学会全国⼤会，⾼崎
⼈⼯知能関連の国際会議とプロシーディングス運営の現状と展望
2026/6/9,杉⼭ 将先⽣ , 理化学研究所／東京⼤学

※太⽥感想

⼼理学やウェルビーイング研究も、
Web調査ツールと連携したら、AIで完結しそう

介⼊やワークについては、⼈間も残るか

定性分析も、少しずつAI化している
(NvivoやMAXQDAなど)

メタ分析は、既にほぼAIでできるかも。

いずれにせよ、この激動の時代に、
研究界にいられる⼈は幸せ😍



AIによるメタ分析はどのくらい︖
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幸福に焦点を当てた介⼊のランダム化⽐較試験の系統的レビューとネットワークメタアナリシス
A systematic review and network meta-analysis of randomized controlled trials of well-being-focused interventions
2026/1/2,nature human behaviour , Lowri Wilkie et al.

VS
最強の論⽂特化AI

最強の汎⽤AI
Fable 5



AIによるメタ分析はどのくらい︖⇒まだまだ。再現率2.7%だった。
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※1発のプロンプトでは。Claude Coworkだと変わりそう。
※またAIでは有償論⽂にアクセスできないという点も⼤きい

※ただし、普通にAIでDeep Searchすれば、まずはメタ論⽂を探して、ある程度妥当な回答をしてくれる。



AIで論⽂を読む⼼得
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※AIでの⼿法は、⼀瞬で陳腐化する。

①適度に最新AIを取り⼊れよう
(マキシマイザーとサティスファイザー)
→毎⽇追わない。⽉に1回⼿法最新化。他の⼈と⽐べない。など。
→でも研究科に⼀⼈くらいマキシマイザーいると良いかも。
→⼀⽅でビッグウェーブに乗るのは楽しい。(Claude Fable5祭りとか)

②AIは完璧じゃない
→精神と時の部屋にいる超天才な東⼤卒の新⼈。のイメージ。
→何⼈かで回し読みしてもらうと良い。

(claudeで作成→chatGPTでチェック等)

③AIの進化に感動する
ことができるのは、今を⽣きる⼈達だけ。



最近AIで作った資料
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幸せに影響すること 387 幸せの名⾔1151

発達段階の統合マップ 461



最近AIで作ったサイト
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https://wellbeing-archive.pages.dev/

約1800本の記事を
ベースに相談に乗ってくれる



AIで論⽂を読む INPUT編
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受動的 能動的

Facebook
ウェルビーイング

Google Alert
(Scholar、著者登録)

LinkedIn , X
(研究者フォロー、

フォローしてると⾃然と)

RSSリーダー
(主要論⽂誌のチェック)

ウェルビーイング研究
まとめサイト

論⽂検索
(Google Scholar、
CiNii Research等)

論⽂検索
(AI Deep Research)

関連論⽂検索
(Connected Papers)

ウェルビーイングを
毎⽇⾒る

Google Alertに
単語もしくは著者登録

研究者のSNSを
LinkedInでフォロー
サブでXも。

Feedly、Inoreader、
Feederなど

検索するとわりと出る

ネット記事検索
＋引⽤の論⽂を探す

Claude、Chat GPT、Gemini
AIによる論⽂検索が
どんどん良くなっている

フィットする論⽂を
⾒つけたら
関連論⽂を⼀気に抽出

AIで収集
Google Alertのメール
RSSリーダーをAI
(Claude Cowork)で収集
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・論⽂には、誰でも読める論⽂(オープンアクセス)と、有償の論⽂があります。
・オープンアクセスの論⽂は、なんと掲載料を著者が⽀払ってくれています。感謝。

・論⽂を探していくと、有償のものに出会うこともありますが、読める可能性もあります。
①unpaywall
→Google Cromeの拡張機能。無償で読めるものがあれば、探してくれる。

②論⽂名でGoogle検索をかける。
→著者が研究者SNS(Research Gate、Academia等)で公開していたり、

所属機関が公開して下さっていたりします。
→ただ、違法ダウンロードサイトもあったりするので、注意が必要。(Sci-Hubなど)

③買う。(ものにもよりますが、5000円くらいで買えたりします。)
④Deep Dyve
(論⽂サブスク。⽉59ドルで結構読める。ただし、PDFダウンロードはあまりできない。)

⑤⼤学が契約していれば、読める
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①概要を知る(速読) ②中⾝を読む(精読) ③じっくり味わう

⽣成AI(claude、chatGPT、Gemini)

スライド資料化
(NotebookLM)

翻訳
(google翻訳、
Readable
DeepL翻訳)

SNS/ブログ
FBウェルビーイング
グループにも是⾮

周りの⼈と
話す

AIでサマリー、AIに聞く、AIと対話する

オープンなデータを
取り込んで
AIで分析

印刷して紙で読む
Ipadで読む

GFSなども。
ちなみにGFSは
DL285回

⽴教⼤学
中原研では
みんなnote
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アカデミアノート
さんが詳しく、かつ更新もしてくれている。
しかし、
基本は汎⽤AI(claude、GPT、gemini)
で良いかも。

https://www.academianote.site/
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AIに相談してると、⼈間関係が悪化するという話もある。
しかし、
各社で、AIにウェルビーイングを取り込もうとしている。

Positive Alignment: Artificial Intelligence
for Human Flourishing
preprint,2026/5/14,Ruben Laukkonen et al.
https://www.facebook.com/groups/wellbeinginfo/permalink/2238214443655908/

https://www.facebook.com/groups/wellbeinginfo/permalink/2238214443655908/
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